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翻刻・解題
 ノートルダム清心女子大学附属図書館黒川文庫蔵『源氏不審抄出』 （下）
　
本稿は『ノートルダム清心女子大学紀要』日本語・日本文学編、
第三七巻第一号所載「翻刻
 ノートルダム清心女子大学附属図書館
黒川文庫蔵 『源氏不審抄出』 （上） 」 に続く翻刻、 解題である。今回は、柏木巻から夢浮橋巻までを翻刻した。凡例は前号を参照されたい。【翻刻】●かしは木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」四〇オ
右将軍かつか草はしめて青しとうちすさひてそれもいとち き世の事なれは　　
天與善人吾不信右将軍墓草初秋これは
　　
時平のおとゝの御弟保忠を右将軍と云へり其
　　
人うせ給し時此詩は作れりそれは秋の事なり
　　
しを今右衛門督の事を思ふに夏なれは草はしめて
　　
青しと紫式部か書かへたり右衛門督唐
から
名
　　
金きん
吾こ
将せうくん
軍といへは相違なきなりとそそれも近
ちかき
　　
世の事といへる彼保
やす
忠とき
のころ遠からさる故也
　　
此事花鳥にありたゝしこまや ならす或説
　　　　　
」四〇ウ
　　
此詩本来草初青とあり
云
々未詳可尋之
わか御とかある事はあへなんふたついはんには女のためにこそいとをしけれとおほして色にも出し給はす　　
かほるむまれしころ女三宮 我御事とを
　　
ならへてかく源氏のおほす心也
●ゆふきりまたしらぬ世かなにくゝめさましと人よりけにおほしおとすらん身こそいみしけれいかて人にもことはらせんといはんかたなしとおほしての給へはさすかにいとを
　　
」四一オ
しくもあり　　
是は夕霧の大将落葉宮を大和守にいひ
　　
あはせて一条の宮にしてその心さしをとけん
　　
とおほしたりしを宮いみしうゝき物におほし
　　
てさらにうちとくへくもおはせさりしこと
　　
なけきて少将といふ人にうら ての給る事也
　　
またしらぬ世かなと つれなさのたくひな 事
　　
を云へる心也いかて人にもことは せんとはふたり
　　
の中のことはりを にとはまほ きの心也
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少将これを聞てさすかにいとをしうもあり
　　
とは少将の心也
　　　　　　　　　　　　　　　　　
」四一ウ
けにこそことはりはけにいつかたにかはよる人侍らんとすらんとすこしうちわらひぬ　　
これは夕きりの宮のつれなさを人にことわら
　　
せんといへる心をうけて少将のいへる詞なり
　　
これを とわらせはいつかたにかよる 侍らんと
　　
すらんとは宮と夕きりと 事をいつれこと
　　
わりそとは
か
いはんといふ心也けにといふ詞あまた
　　
ありてまきるゝやう也
●みのりかた〳〵におはしましてはあなたにわたらせ給はんも
　　
」四二オ
かたしけなしまいらん事はたわりなくなりにて侍れはとてしはしはこなたにお すれはあかしの御方もわ り給て心ふかけにしつまりたる御物語きこへかはし給ふ　　
これは中宮をしんてんにてまちきこえ給ひ
　　
ける折ふしの事也あなたにわたらせ給は も
　　
かたしけなしとは紫上のおはします西のた
　　
いへ中宮のわたらせ給はんはかたしけなしと
　　
云心也まいらん事はたわりなく り て侍れは
　　
とは中宮のひか の いにましますへけれは
　　　　
」四二ウ
　　
そなたへま らん事も りなしといへり心ち
　　
のわつら しきおりの心也
みときやうなとによりてそれいの我 かたにわたり給ふ
　　
御ときやうとは季の御読経の事也此読経しん
　　
てんにてあれは紫上にしのたいへわたり給ふ事也
うす雲との給ひしかとこまやかにて　　
これはあふひのうへその巻 うせ給ひしとき
　　
源氏君の御ふくの時の哥にかきりあれはうす
　　
墨衣浅け となみたそ袖をふちとなしける
　　
かきりあれはと 法度 事也今紫上のうせ給ふ
　　　
」四三オ
　　
時もうすゝみなるへけれと心さしの切なるに
　　
よりこまやかに染給へりさる よりうすゝみと
　　
の給しかとゝはかけり
●まほろしあちきなのわさやと思ひ給へりしけしきのあはれなりしなかにも雪ふりたりしあかつきにたちやすらひて我身もひへいるやうにおほ て空のけしきはけ かりしにいとなつか うおいらかなる物から袖のいたうなきぬらし給へりけるをひきかく せめてまきらはし給 りしほとの
　　　　　　
」四三ウ
ようい とを夜もすから夢にて 又いかならん世にかとおほしつゝけるあけほのに も うにおるゝ女房なるへ いみしうもつもりにける雪かなといふこゑをき つけ給へる ゝそのおりの心ちするに御 たはらのさひしさもいふかたなくか　　
これは女三宮むかへ給ての三日の夜雪ふり
　　
たりし暁帰り給ひける折しも紫の上のすこし
　　
ぬれたる御ひとへの袖を引かくしてうらもなく
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なつかしき物からなと侍し事をあかぬ名残の
　　
かなしみにおほし出る心也
　　　　　　　　　　　　
」四四オ
三の宮をそさう〳〵しき御なくさめにはおはしませさせ給ひける母のの給しかはとてたいのまへのこうはいはいとゝりわきてうしろみありき給ふをいとあはれとみたてまつり給ふわか宮まろか桜は咲にけりいかてひさしくちらさし木のめくりにきちやうをた ゝかたひらをあけすは風もえふきよらしとかしこうおもひえたると思ひての給ふ ほ　　
此二の梅さくらの事は二条院にてこの宮に
　　
紫の上のさるへき折はほとけにもたてまつれ
　　　　
」四四ウ
　　
給へなとの給し事也今かくいへるは六条院にて
　　
紫上の住給し方なれはおほしけるにや
かりかゐし苗代水の絶しより移りし花の影をたにみす　　
是は紫上うせ給しよりいつちにも立出給ふ事も
　　
なかりしをあかしの上の へお して夜ふくる
　　
まて御物語なとし て帰り給ひける朝にな 〳〵
　　
も帰りにしかなかりの世はいつくも ゐのとこ
　　
よならぬにとよみてつかは 給し返しなり
　　
此哥心得かたくや り ゐ はかりの世はとある
　　
その詞のたよりはかり也苗代水 絶しよりとは
　　　
」四五オ
　　
紫上うせ給し心にやうつりし花の けをたに
　　
みすとはその別より後源氏君あかしの へにも
　　
かよひたえ給ひし心をかけをたに す いへる
　　
にや
あふひのかたはらにをきたりけるをよりてとり給ていかにとかや此名こそわすれにけれとの給へはさもこそはよるへの水にみ草ゐめけふのかさしに名さへわするゝとはちらひてき ゆ　　
これは紫上の女房中将の君とていとわかき
　　
か紫上あはれなる物におほしける人なるへし
　　　　
」四五ウ
　　
源氏君も物いひ給ひける人也此人ひるねうち
　　
して侍りけるをかたはらのあふひをとり か
　　
にそやこの名わすれにけれとは紫上の思 の
（マ
　　
のマ）
後中将にも物いひ給ふ心もなかりしをいへる
　　
詞也中将の哥の心けふのかさしに名さへ忘る
　　
といへるをあふ事に心得ぬ くゝもなり
　　
侍へしよるへの水にみ草ゐるとはよるへは
　　
たより也み草ゐるはあせたる心也紫上うせ給
　　
ひて後はけふのかさしの心をも思ひ入られぬ
　　
ゆへに名さへわするゝといへりなけきの心なるへし
　
」四六オ
　　
定家卿の僻案抄にもよるへの水の みえたり
雨にそひてさとふく風にとうろも吹まとはして空くらき心ちするにまとをうつこゑなとすんし給へるも折からにやいもかかきねにをとなはせまほしき御こゑ也　　
独して聞
キク
はかなしき郭公いもかかきねに音なはせはや
　　
此ひき哥にてかける詞なれともいまい る心は紫上
　　
をゝきて源氏のたゝいまのこゑをきかせたて
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まつらまほしきの心也
夏の御かたより御心
衣
かへの御さうそくたてまつり
　　　　
」四六ウ
たまふとて夏衣たちかへてける今日はかりふるき思もすゝみやはせぬ　　
これは紫上うせ給てつきのとし六条院へま
　　
いらせ給ふ哥也ふるき思ひもすゝみやはせぬといへる
　　
心紫上の思ひの事といはんも心あたらすまことに
　　
心得かたきにや侍らんたとへは此心は紫上の後
　　
六条院の御なけき切なるまゝにいつれのかた〳〵
　　
へも思ひたえ給へるころたよりなく心ほそき
　　
さまにおはしますまゝ 御さうそく せ
　　
給ふつゐてに我身 ことをけふはおほしもやは
　　　
」四七オ
　　
いてぬなといへる にやこの花ちる里は心たてや
　　
すらかに思ふ事なとをも哀にの給へる君にて
　　
かくよめるにや侍らん
●匂ふ兵部卿宮二月に侍従になり給ふ秋右近の中将になりて御たうはりのかゝゐなとをさへ　　
このかゝゐは院の御給にて四位に り給ふ事
　　
なるへし侍従もはなれ給はすと竹河にみえたり
十九になり給ふとし三位の宰相にてなを中将もはなれす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」四七ウ
　　
そのゝちのり弓の帰りあるしの時も宰相の
　　
中将とみゆ大かた不審侍らねと此巻紅梅
　　
竹川はし姫椎かもとまて宰相の中将とみゆ
　　
此五巻入みたれてみ分かたきゆへかくしるし
　　
侍る也
●紅梅その比あせちの大納言ときこゆるはこちしのおとゝの二郎なりうせ給にし右衛門督のさしつきよ
にイ
　　
此巻のうちに源中納言とかほるをいへり昇進
　　
の次第竹河にみゆ夕霧は左大臣にあかり給ふ
　　　　
」四八オ
　　
この巻のはしめあせちの大納言は右大臣の左大将
　　
なりしかるを此巻 大納言とかける又不審也如何
かよひ給ふ忍ひところおほく八の宮の姫君 も御心さしあさからていとしけうまうてありき給ふ　　
これは兵部卿の宮 事也八宮姫君とはな
　　
の君の事也橋姫のすゑ椎かもとの巻の時分
　　
にあたるへし
●竹河これは源氏の御そうにもはなれ給へり 後のおほ殿わたりにありけるわるこたちのおちとまりのこれる
　　　
」四八ウ
かとはすかたりしをきたるは　　
これは源氏の御そうにもはなれとは源氏君
　　
のしそんにあらすといふ心也後の大殿わたりと
　　
は致仕のおとゝの後ひけくろ 大殿大臣に
　　
なり給へるをいへり
むらさきのゆかりにはにさんめれとゝは　　
玉かつらの事をそ にもちてかける詞也其故は
　　
紫上も玉かつらも源氏の御子のやうになりおはし
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ましたりしかれと紫上は後に本たいになり
　　　　　　　　　　　　　
源氏の恋ひにあひ給ふ事は有しかと
　　
給へり玉かつらもすこし◦うへにはそのよし
　　　　
」四九オ
　　
みえすしてひけくろのおとゝの室になり給へる
　　
事をいはんため也さるによりわるこたちのとはす
　　
かたりしたるはとはいへ 紫上に すと 玉
　　
かつらの事也
源氏の御すゑ〳〵にひかこと
（ママ）
事とものましりて
きこゆるは我よりもとしのかすつもりたりける人のひかことにやなとあやしかりける　　
あやしかりけるといふはいまのわるこたちか
　　
あやしかりけるなるへしいつれかまことならん
　　
とかけるは紫式部か心也この巻のはしめこゝ
　　　　
」四九ウ
　　
まてさらに不審のは たき也こ て
　　
紫式部か我身はかゝぬ事にしなせる詞
冷泉院に御子のやうにおほしかしつく四位の侍従其比十四五はかりにていときひは おさなかるへき程よりは心をきておとな〳〵しくめやすく人にまさりたり　　
これはかほるのゆくすゑをしるし侍らんため
　　
先かきいてしるせりこれはかほる中将の巻の
　　
はしめ ろ也
一夜の月かけははしたなかりしわさかな蔵人
　　　　　　
」五〇オ
の少将の月の光にかゝやきたりしけしきもかつらのかけに侍るにはあらすやあ けん雲のうへちかく
てはさしもみえさりきなとかたり給へは　　
これはおとこたうかの侍し時四位侍従哥の
　　
題頭
にて右のおとゝの御子蔵人の少将もその
　　
人数にて冷泉院へまいりたりその事をかほる
　　
侍従の院の女房にかたり給ふ詞也月の光に
　　
かゝやきたりしとは少将もかたちきよき人也
　　
されとかつらのかけに侍るにはあらすやとはか
　　
つらおとこにはあらすやといふ心也雲のうへ
　　　　
」五〇ウ
　　
近くてはさしもみえさ きなとい るその
　　
心みえたり
左大臣うせ給て後右は左藤大納言は左大将かけ給へる右大臣になり給ふ　　
うせ給へる左大臣はたれ もみえす右は左にとは
　　
夕きりのおとゝ左にてんし給ふなり藤大納言
　　
左大将かけ 右 になり給 はこう
　　
はいの巻にいへる大納言事也
此かほる中将は中納言に三位の君は宰相になりよろこひし給へり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」五一オ
　　
三位の君と せん りし蔵人の少将の
　　
事也これらはみなこうはいの巻の時分椎か
　　
もとの中ほとにあたるへき歟
御息所もかやうにそおはすへかめる宇治の姫君の心とまりておほゆるもかうさまなるけはいのおかしきそかしと思ひ給へり　　
みやす所とは玉かつらのむすめ冷泉院の
四三
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御子をうみ給へりしよりかくいへりかやう
　　
にそおはすへかめるといへるはかほるの心也うちの
　　
姫君とはあけまきの大君のことなるへし
　　　　　　
」五一ウ
左の大殿の宰相の中将大饗の又の日夕つけてまいり給へり　　
大饗は夕きりの左大臣に成給へる時 也
　　
宰相の中将夕つけてまいり給とは玉かつらの
　　
かたへ也心 みやす所にかけそめし心はなれ
　　
すしてなをしたひよる心也
宰相はとかくつれ〳〵しく　　
この巻のは に何事ともなくかける事
　　
大なる不審也たゝしこれはたゝいまいへる
　　
宰相の中将玉かつらの宮す所をいかに
　　　　　　　
」五二オ
　　
かなと我思ひ 切なる事をつき〳〵し
　　
いひよる心なるへし
●はし姫御心は御ことつてにてあはれなる御すまひを人つてにきく事なときこえ給ふて世をいとふ心 山にかよへとも八重たつ雲を君やへたつる　　
この哥の心は世をのかれ思ひすましたる人は
　　
うき世の人をはいとふならひなれはそ 心にて
　　
君やへたつるとよみ給へるにや八重立雲は
　　
物をへたつる物なれ そのえんにて君やへた
　　　　
」五二ウ
　　
つるといはん めにをける詞な へし
おかしきやうにもまめやかなるさまにも心よせ
つかうまつり給ふ事みとせはかりになりぬ　　
これはかほる宇治の宮へちかつきまいり給
　　
としころになる事をいへりしかれは十九
　　
にて宰相の中将に成給ふよしにほふ兵部卿
　　
の巻にみゆ此ころは廿二はかりのとしなるへし
　　
これにつゐて巻 うつりかはる年花鳥の御説
　　
いかゝとみえ侍り
●椎かもと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」五三オ
すひ給るやうに人はきこえなすへかめれと心のそこあやしくふ うおはする宮也なをさり事なとの給ふわたりの心かろうてなひな
きやすなるなと
をめつらしからぬ物に思ひおとし給ふにやとなんきく事も侍り　　
これはかほるのうちの姫君の中君 兵部卿
　　
をあはせたてまつらんとし給ふに心うつりやす
　　
くあた人にておはするよしをあね君のきゝ
　　
をき給てさらにうけひき給はぬをそれを
　　
よく兵部卿の宮の心のそこあたならぬ事を
　　　　　
」五三ウ
　　
の給ひしらする詞也心かろうてなひきやす
　　
なるをめつらしからぬ物 思ひおとし給ふとは
　　
宮のさやうの者にこそ御心とまらぬ故に
　　
あたにもみゆれまことにさるへき人にはさや
　　
うにあるましきよしの給へる也
なに事もあるにしたかひて心をたつる方もなくをとけたる人こそ世のもてなしにしたかひてと
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あるもかゝるもなのめにみなしすこし心にたかふふしあるもいかゝはせんさるへきにそなと思ひなすへかめれはなか〳〵心なかきためしになるやうもあり
　　　
」五四オ
　　
この心は世上の人の心かゝるもあるよしを先
まつ
　　
いひ出給ふ也たとへは世によく心をきはめて物
　　
しつかなる人にはあらておとけてもうきしたる
　　
物はうちみるところも極
こくしん
心さうにみゆる物也
　　
さやうの人はとあるもかゝる◦
も
大方にみなして
　　
たかふふしある時もいかゝ せんちからなしなと
　　
思ひなしてたへぬる人もある物也それ よく
　　
心をきはめたるにてはなくてた をとけたる
　　
やうにてよきにはあらすといふ事をの給ひ
　　
いてたる也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」五四ウ
くつれそめてはたつたの川のにこる名をもけかしいふかひなく名残なきやうなる事もうちましるめり　　
これもいせんの詞の末也をとけたるものは極心
　　
なるやうにあれとまことに心ををさめぬゆ
　　
に川きしのくつるゝやうに思の外の心も
　　
いてくるといふの儀也これは兵部卿の宮はうへは
　　
あたにみゆれと底ふかくおさめ給へ 人なれは
　　
まことにあた〳〵 き事はあるましきよし
　　
をあね君にかほるのかたり給へる詞也
　　　　　　　
」五五オ
●あけまき秋のけしきもしらすかほにあをき枝のかたえ
いとこくもみちたるを同し枝をわきて染ける山姫にいつれかふかき色とゝははや　　
此哥はかほる姫君のかたへおはしけるをよくの
　　
かれ給てさしかくれ給へるにそれをもしらて
　　
中の君にその夜 のかにあひ給て後かほる
　　
より後朝のふみにはあらてあね君の方へ此
　　
哥をつかはし給へりこの心は椎かもとの巻
　　
より此巻にいたるまてあまりに 我に
　　　　　
」五五ウ
　　
のかれ給るを こちて兵部卿 宮に御心 ひく
　　
やのやうにいひなし給ふ事たひ〳〵也その心
　　
にておなし枝をとは宮も我とはか らぬを宮
　　
に御心そむ といはんとてわき 染ける山姫
　　
にとよめりいつれか御心さしふかゝらんといへ
　　
心也御返事
山姫のそむる心はしらねともうつろふかたやふかきなるらん　　
この心はかほるのゝ給ふかたをは一向 は たゝ
　　
山姫のそむる木葉の色にいひなせりおも
　　
しろくや又説おなし枝をわきてそめける
　　　　
」五六オ
　　
兄弟の女宮なから姉君にかほるの心をそめ
　　
けると也いつれかふかき色 ゝはゝ とは問給へ
　　
かしの心也返しの心はすてに中君にうつろひ
　　
給ぬれは心さし ふかき方な へしといひ かれ
　　
給へる心にやと
云
々但姫君の御心にかやうには
　　
の給ふへくもなくや からは前 注あるへき歟
こはたの山に馬はいかゝ侍へきいとゝ物 きこへ
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やさはりところなからんと也　　
これはこはたの山に馬はあれとゝいふ哥にて
　　
かけり心は兵部卿の宮中の君の方へ三日の夜に
　　　
」五六ウ
　　
をはしまさんとおほしたちけれと人めをはゝ
　　
かりて暮行はかほるの思わひて車なと
　　
には所せくにわかに なとおほして馬にて
　　
もおはしまさんやの心也
世の人のすさましき事にいふなるしはすの月夜のくもりなくさしいてたるを簾まきあけてみ給へはむかひ 寺のかねの声枕をそはたてゝけふも暮ぬとかすか るひゝきを ゝて　　
是は遺愛寺鐘欹枕聴と云詩の詞と入相の
　　
かねの声ことにけふも暮ぬといふ哥とをもて
　　　　
」五七オ
　　
かけりむかひの のかねのこゑに月のさ いて
　　
たる時節けふも暮ぬと観し給心なるへし
　　
宇治の姫君うせ給て ちつれ〳〵と籠り
　　
給その哀を思つゝけ給折也前 詞にひねも
　　
すになかめくらしてとあり不審なくや
●早蕨中納言殿より御車御せんなと人〳〵はかせなとたてまつれ給ふはかなしや霞の衣たちしまに花のひもとくおりもきにけり　　
この哥の心は中の君あねみや ふくにてその衣
　　　
」五七ウ
　　
かへの比いろ〳〵のきぬなとをかほるよ まいらせ
　　
給へる時 也時節のほとなき事をいへり花
　　
のひもとくは大方除服の心なから都へいてたまふ
　　
へきいはひの心も侍るへきにや
つれ〳〵のまきらはしも世のうきなくさめにも心とゝめてあそひ◦
給ひ
し物をなと心にあまり給へは
みる人も嵐にまよふ山里に昔おほゆる花の香そする　　
此哥の上句は中の君の我身都へいてたまふ
　　
へきの心也昔おほゆると 梅 香によそ
　　
てあね宮の御心を思ひいて給ふ心なるへし
　　　　　
」五八オ
●やとり木そのころふちつほときこゆるは故左大臣殿の女御になんおはしけるまた春宮ときこへさせし時人よりさきにまいり給にしかはむつましく哀なるかたの御思はことに物し給ふめれ　　
此女御たれともみえす梅かえに左 おとゝの
　　
御むすめとてれいけいてんと侍しそれにや
　　
名はかはる事なとも侍へきにやこゝ また春宮
　　
ときこえし時人よりさきにまいり給ふとあり
　　
梅かえに源氏君今の中宮のまいり給ふへき
　　　　　
」五八ウ
　　
をゝさへて左のおとゝの御むすめをまいらせ
　　
させ給し事人よりさきにといへるにかなへは
　　
もつともうた ひなき物也
女御夏のころ物のけにわつらひていとはかなくうせたまひぬ　　
是は此藤つほの女御の御事也
御碁なとうたせ給ふ暮行まゝにしくれをかしき
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ほとにて花の色も夕はへしたるを御らんして　　
是は今上かほる中納言と御碁あそはして
　　
菊一枝ゆるすなとの給し比也是は藤つほ
　　　　　　
」五九オ
　　
の女御夏の比うせ給ふそのとしの事なるへ
　　
あけまきの大君◦
の
うせ給へる翌年のことなるへき歟
左大臣殿にはいそきたち 八月はかりにときこえ給ひけり　　
是は左のおとゝの六 君を兵部卿の宮にあはせ
　　
たてまつり給ふへきのさためなりこのころは
　　
うはそくの宮 第三年にあたるへし
この廿日あまりの程は彼近寺かねのこゑもきゝわたさまほしくおほえ侍るをしのひてわたさせ給ひてんや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」五九ウ
　　
これはうはそくの宮の第三年の法事 ついて
　　
に中君の二条院にてかほるへかくの給ひやる
　　
詞也
思ふやうなる世もあらは人にまさりける心さしの程しらせたてまつるへき一ふしなん るたはやすくはこといつへき事にもあらねは命 みこそなと 給ふほとに　　
是は二条院にて中君に兵部卿の宮のゝ給へる
　　
事也此一ふしといへる事あらはにその理
　　
みえすこの心は春宮御位につき給はゝ兵部卿
　　　　
」六〇オ
　　
の宮を春宮にたてたてまつらせらるへき
　　
御心うへのおほしける事を心にもちて
　　
しからは我身位にもつき給はゝ后にも此君をと
　　
おほす宮の御心也
あせちの大納言は我こそかゝるめもみんとおもひしかねたのわさやと思ひゐ給へりこの宮の母女御をそむかし心かけきこえ給ひけるをまいり給て後もなを思ひはなれぬ まにきこえかよひ給てはては宮 えたてまつらんの心つきたりけれは御うしろみのそむけしきもらし申 れと
　　　　　　　　　　　
」六〇ウ
　　
これはかほる大納言の女二宮藤のえんのとき
　　
天盃給り給ふをみてこの大納言の我こそとは
　　
思ふ心也この大納言誰ともみえす尋ぬへし
●あつま屋うこんとて大輔かむすめのさふらふきてかうしおろしてこゝによりく也あなくらやまたおほとのあふらもまいらさりけり　　
是は兵部卿の宮のうき舟の君をはしめて
　　
二条院にてみそめ給しときの事なりう
　　
きふねの巻にてうこんといひし人もこゝに
　　　　　
」六一オ
　　
ありと兵部卿の御らんしておほしたりし
　　
この人にやさりなからそれにはあらさるへき
　　
かふしんあるによりかきいて侍る物也
はゝ君たつやといとあはれなる みをかきてをこせたまふ　　
これはひたちのかみの北方のむすめ浮舟 君を
　　
ひそかなる所にすへて心ほそきすまひを
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思ひやりて文たてまつりし時の事をいへり此
　　
姫君は我むすめなれと八の宮の御子なれは
　　
わか子のやうに思ふましけれと哀なるやとりの
　　　
」六一ウ
　　
さまをとひたてまつる時大方の人の母なとの
　　
やうに文まいらする心をかくか る也たつとは
　　
やうにといふ心也母君なとのやうにとかける
　　
はうやま へき人の心此詞にてみえ侍るにや
●浮舟うつちおかしうつれ〳〵なりける人のしわさとみえたり山たち花つくりてつらぬきそへたる枝にまたふりぬ物にはあれと君かためふかき心にまつとしらなん　　
これはかほるてならひの宮をうちにをき給
　　
へる方より中の君の御はらのわか君の方へ
　　　　　
」六二オ
　　
まいらせらるゝうつちのさまなり哥の心はまた
　　
ふりぬ物にはあれとゝはまたふりをたち入
　　
てよめる心は我身にまたふれぬ心なりし
　　
ならはぬ事なれと君かためにといふ心也まつ
　　
としらなんとは行すゑのさかへを待と
　　
しれといふ心也もし松の枝なとにてまた り
　　
ををかしくしてうつちにそふる物にやたつぬ
　　
へしなをふれぬ事をふりぬといふへき儀
　　
おほつかなけ も古今の哥 た めこし言の
　　
今はか てん我みふるれはをき所なしと
　　　　　
」六二ウ
　　
いふ哥はおとこの文をかへすとてよめる哥なり
　　
我身ふるれはとはふるされぬれはといへる心
　　
よめれはまたふりぬといへるもふれぬといふ心
　　
にかなふへくや
うちつけめかとなをうたかはしきにうこんとなのりしわかき人もあり　　
これは兵部卿の宮うき舟の君のかたへはし
　　
めておはして物のひまよりみ給へる時の事
　　
なりう んとなのりし人とは二条院にて
　　
大輔かむすめのうこんか事なるへししかれ
　　　　　
」六三オ
　　
ともこのうこんは大輔かむすめのうこんにはあら
　　
さるよし末にかけろふにみゆ如何
山のかたはかすみへたてゝさむ すさきにたてるかさゝきのすかたもところ らはいとおかしうみゆるに　　
かさゝきとはからすの事也いまこゝにかける
　　
はつねの鷺の事とみゆかきた ふる事にや
　　
又さきといふへけれと何 なくかさゝきといへは
　　
詞のおもしろくきこゆれはな らへて物語の
　　
作者かきけるにやとみゆ如何
　　　　　　　　　　　
」六三ウ
●かけろふなかこもりし給はんもいとひんなしいきといきて立帰らんも心くるしなとおほしわつらふ月 ちてけふそわたらまほ とおほし出給ふ　　
この月たちてはさ月なるへしつきの詞に
　　
をまへちかき橘の香のなつかしきに郭公の
　　
二声はかり鳴てわたるやとに よはゝとひ り
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こち給ふもあかねはなと侍れはうたかひなき
　　
さ月なりある人不審にいへる事侍れはかくしるし
　　
付侍り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」六四オ
女たにかく心やすくはあらしかしさすかにさるへからん事おしへきこえぬへくありやう〳〵みしり給へるめれはうれしきとの給へは　　
これはかほる中納言きさいの宮の女房ともの
　　
侍る所におはして我心のあたになきさま
　　
をの給へる詞也
いといらへにくゝのみ思ふ中に弁のおもとゝてなれたるをとなそものむつましく思ひきこゆへきゆへなき人のはちきこえ侍 ぬやは　　
これはわかきとちはかほるの返事をきこへに
　　　　
」六四ウ
　　
くゝ思ふほとに弁のお◦
も
とゝいふかはちきこえぬ
　　
やは侍へきといふ事也
物はさこそは中〳〵侍るめれかならすそのゆへ尋ねてうちとけ御らんせらるゝにしも侍らねとかはかりおもなくつくり めてける身におはさらんもかたはらいたくてなんときこ れは　　
物はさこそは中〳〵侍るめ は世にかゝる事
　　
の侍るなりと先いへる心はみなわかき人の
　　
はちて返事せぬを弁はすこしおとなし
　　
き人なれはそ にて此返事をい んは身
　　　　　　
」六五オ
　　
にあたらねとこの御かへりを申さて の心也
　　
それをいはんと かくおもなくつくりそめて
　　
ける身におはさらんかたはらいたくてとは
　　
いへりこれをはちなく我申事を思ひていふ
　　
詞也なを物はさこそとは人のいふへき事を
　　
そはにていふ事しせん又世にある なるをか
　　
いへり
はつへきゆへあ
な
しと思ひさため給ひてけるこそ
くちおしけれなとの給ひつゝ　　
これは弁の君はわかきたくひのやうにはちき
　　　　
」六五ウ
　　
こへかたくてといへるをかほるの我 つへき
　　
ゆへあらしとの給ふこそくちおしけれと又
　　
の給へる也
さうのこといとなつかしうひきすさふつまをとのおかしうきこゆ思ひかけぬによりおはしてなとかくねたましかほにかきなら 給ふとの給にみな とろかるへかめれとすこ あ たる簾うちおろしなともせすおきあかりてにるこのかみや侍へきといらふるこゑ中将の ◦
も
とゝか
いひつる也けりまろこそ御はゝ たのをちなれと
　　　　
」六六オ
はかなき事をの給ひて　　
是は女一宮の女房の琴ひくところへかほる
　　
おはしていへる詞也ねたましかほとは
　　
遊仙
（窟カ）
に女の琴ひくをきゝていへる事
　　
ありけるをいまかほ よそへていへる也にる
　　
きこのかみや侍へきといらふるこゑとは同遊
　　
仙
（窟カ）
に
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レコノカミノ兄
ノ崔
-
季
-
桂
カ小ヲトイモウトナレハ
妹この詞のうちにこのかみのことし
　　
といふ事をとりて中将のおもとにるへきこのかみ
　　
や侍へきといへり心はかほるの北のかたは女一宮の
　
」六六ウ
　　
いもう にてましませはその心にていへ 也又
　　
かほるまろこそ御はゝかたのおちなれと 給へ
　　
るは容皃はおち ゝたりといふ詞あれはまろこそ
　　
御はゝ たのおちなれといへりこれは女一宮をか
　　
ほるのあ れとおほす心をこの女房ともその
　　
心をしりていへる時の事也かほるも又その心
　　
あるによりまろこそなとの給 る也時のされ
　　
事ともなるへし
●てならひこよひこの人〳〵にやくはれんなとおしからぬ身
　　　　
」六七オ
なれとれいの心よはきは一はしあやうかりてかへりたりけんものゝやうにわひし おほゆ　　
これは手ならひの君小野にて大尼 ふしたる
　　
所にねたまへるときとしよりのおそろし
　　
けなるかあまたゐて此君をみやりたる◦
なと
を
　　
おそろしくおほすときこの事を思いて
　　
給へり一はしあやうかり 帰る は昔身を
　　
なけんとするもの河をわ るに一はしのあ
　　
けるをわたるかあやうけれはたちかへり 事
　　
ありと也それをわか身によそへておほす心也
　　　　
」六七ウ
　　
このふる事しるせ ものなとはみえすこの物語
　　
に侍るうへはうたかひなき事 こ 此手な
　　
らひの君は宇治川に身をなけし人の
　　
おほえすなからへておはする人也一たひ身を捨し
　　
身のいまこ ものにやくはれんとおそろしく
　　
おほす時一はし 事をおほしいてたる
●夢のうきはしこの人もなくなり給へるさまなからさすかにいきはかよひておはしけれは昔物語に玉殿にをきたりけん人のたとひを思いてゝ やうなる事
　　　　　　
」六八オ
にやとめつらしかりて　　
これはかほる大将よ川にのほり給し時僧都
　　
の手ならひの君の宇治にて物にとられ
　　
を此僧都みつけ給ひし事をかたる詞也玉殿
　　
の事河海花鳥にも此注なし今案仁徳
　　
天皇難波にて春宮をたか にゆつり給し
　　
時宇治 宮我あれはこそとてうせ給ひ
　　
けるに大さゝきの御門おとろきおほ て
　　
宇治におはしまし御覧せしにうちの宮
　　
くわんにありなからおき給ひて我 てんめい
　　　　
」六八ウ
　　
なりなとの給ひて又うせ給ひける事 か
　　
けるにや
　　　
此抄出宗祇法師注也
桑門明融
　　　　
」六九オ
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【解題】　『源氏不審抄出』 （ 『源氏物語不審抄出』 ）は、連歌師・古典学者として著名な宗祇による『源氏物語』の注釈書
（１）
。
　
今回翻刻の底本としたノートルダム清心女子大学附属図書館黒川
文庫蔵本（函架番号
　
黒一、
H ︱一九六）は、 外題、 内題ともに 「源
氏不審抄出」 。 一冊。 縦二四 ・ 五㎝×横一七 ・ 三㎝。 袋綴。 楮紙。 墨付丁数は六九丁。 一面行数一〇行。 墨付一丁の表右上に 「藤波家蔵書」 、その横に 「ノートルダム清心女子大学図書館之印」 、 「藤波家蔵書」 の下に順に 「黒川真頼」 の朱陽丸印、 「黒川真頼蔵書 の朱陽印、 「黒川真道蔵書」 の朱陽印、真頼 陽印の隣 「黒川真前蔵書」 の朱陽印がある。 巻名の上に朱点を付す 巻末に 「此抄出宗祇法師注也
　
桑門
明融」 という奥書が付される。　
ノートルダム清心女子大学附属図書館黒川文庫蔵本を除くすべて
の現存諸本に
は（２）
、宗祇の門弟富小路俊通の「
此このいつさつ
一冊
宗そうぎほうしせう
祇法師抄
出
之所也
命めいじて
下
可へきの
二
一
覧らんす
一
由よしを
上
其その
後ゝ ち
下げ
二
向かうし
関くわん
東とうに
一
於おいて
二
相さがみのくにゝ
模國
一
卒しゆつきよす
去
尤もつとも
可べき
レ
嘆なげく
而のみ
巳
　
かたみともその世にいはぬ心まてふかくかなしき筆のあとか
な
　
富とみの
小こうぢ
路俊
としみち
通在判」という奥書が付される。
　
黒川文庫本には俊通の奥書がないのみならず、他本にはない花宴
巻の注釈
（３）
があるほか、他本にあり、黒川文庫本にのみない部分
（４）
や他
本と異なる注釈
（５）
がある等他本と相違する箇所が散見される。
　
従来、 『源氏物語不審抄出』は、草稿段階があると推測されてい
たものの、具体的 様相は不明であった。しかし、これらの黒川文庫本の異文に着目す ことにより、 少なくとも黒川文庫本、 『一葉抄』所引『源氏物語不審抄出』 、俊通奥書本系という本文の変遷を経て
いるらしいことが確認できる
（６）
。つまり、黒川文庫本は現存諸本の中
で最も古い形態の本文といえ、他本で誤脱した部分を有するとともに、宗祇による注釈の推敲過程も窺い知ることができる貴重な資料といえる。　
黒川本には明融が奥書を付す。明融（
生年未詳
︱
天正一〇
1582 ）は上
冷泉家の冷泉為和の子息で、早くから時宗門徒となり、歌人として活動する一方、古典籍の書写にも注力し、定家筆『源氏物語』の柏木巻を臨模したとされる人物である
（７）
。伝明融筆と極められる古典籍
は多数あるが、 いわゆる明融本 『源氏物語』 も花散里巻、 若菜上巻等、明らかに筆跡の異なる写本もあり、自筆と断定できるものは、署名の残る和歌懐紙以外 ほ んど存在しない。
A　
黒川文庫本『源氏不審抄出』奥書
五一
伊永
　
好見
　
翻刻・解題
 ノートルダム清心女子大学附属図書館黒川文庫蔵『源氏不審抄出』 （下）
B　
明融筆和歌懐紙
C　
黒川文庫本『源氏不審抄出』本文
　
Aは、黒川文庫本の奥書、
B①、②は明融の署名の残る和歌懐紙
である。一見して了解されるように、署名の筆跡が特徴的であり、
A、
B①、②ともに同筆と判断される。
Cに見られるように、 『源
氏不審抄出』は典籍の書写であり、和歌懐紙とは書き方 異なるためＢとの単純な比較はできないものの、署名の一致および、伝明融筆と極められる『源氏物語』のうち複数の巻と同筆 判断されることから、黒川本は明融真筆と判断してよい。黒川文庫蔵『源氏不審抄出』が明融真筆と判断されたことで、今後、伝明融筆 典籍 真贋を判断する上での基準とな こ が期待される注　（１）
 本書には、 吉澤義則氏編 『未刊国文古注釈大系』 第十一巻 （清文堂出版、一九六八年六月）に岩瀬文庫本の翻刻、 『源氏不審抄出』ノートルダム清心女子大学古典叢書第三期６ （福武書店、一九八二年八月）に黒川文庫本の影印と解題がある。
　（２）
 本書の現存諸本は、黒川文庫本の他、早稲田大学図書館九曜文庫（甲）本、島原図書館肥前島原松平文庫本、東京都立中央図書館加賀文庫本、東海大学付属図書館桃園文庫本、早稲田大学図書館九曜文庫（乙）本、西尾市岩瀬文庫本、東北大学附属図書館狩野文庫 天理大学附属天理図書館本の計九本がある。以下、俊通奥書本系の引用は早稲田大学図書館九曜文庫（甲）本による。なお 諸本整理 ついては別稿を用意している。
　（３）
 九丁オから九丁ウ（ 「翻刻
 ノートルダム清心女子大学附属図
書館黒川文庫蔵『源氏不審抄出』 （上） 」三二頁上段） 。
② 「天正八年三月三日
　
明融懐紙」 （井上宗
雄氏 「冷泉家の歴史 （十二） 為益・明融」 『しくれてい』 第六二号、 一九九七年一〇月）
① 「明融筆和歌懐紙」 （古筆学研究所編『過眼墨宝撰集』 九、 旺文社、 一九九四年七月）
五二
伊永
　
好見
　
翻刻・解題
 ノートルダム清心女子大学附属図書館黒川文庫蔵『源氏不審抄出』 （下）
　（４）
 例えば三二丁ウから三三丁オの真木柱巻「けにそこら心くるしけなる事ともを
〜」の注（ 「翻刻
 ノートルダム清心女子大
学附属図書館黒川文庫蔵 『源氏不審抄出』 （上） 」 四一頁上段） 。他本では末尾の「ひけくろの思へる心也」の後に続けて「又いはく心くるしけなることゝもとは玉かつらに心かけし人ゝの事也心あさき人とはひけくろの事也ほたるのみやいはもるきみなとのやうに あらて心あさき人 い にやひけくろにさたまり給へる事也ひけくろの北のかたのことこゝには見えさるにや」 いう注釈が る。
　（５）
 例えば二七丁オ初音巻の （ 「翻刻
 ノートルダム清心女子大
学附属図書館黒川文庫蔵 『源氏不審抄出』 （上） 」 九頁上段） 。他本では 「是は踏歌の人六条院へもまいりし時御かた〳〵ものみ給ひけるよさうの いわた殿なとに御つほねしつゝおはすにしのたいの姫君はしんてんのみなみの御かたにわたり給てこなたの姫君に御たいめんありけりあけぬれはかへりわたり給ふとは物 はてゝの事也 （以下略） 」 という注釈となっている。
　（６）
 詳しくは拙稿「宗祇注の一形成過程
︱『源氏物語不審抄出』
を通して︱」 （ 『文学・語 』第二〇三号、全国大学国語国文学会、二〇一二年七月）を参照のこと。
　（７）
 山下真弓氏「明融 和歌大辞典 明治 院、一九八六年三月） 、 石田譲二氏 「解題」 （東海大学出版会 『源氏物語 （明融本）Ⅱ』東海大 蔵桃園文庫影印叢書第二巻、 九九〇年七月）
（これなが
　
よしみ＝
文学研究科
  日本語日本文学専攻
  博士後期課程三年
）
キーワード＝「宗祇」 「源氏物語」 「注釈書」
